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令和４年 5 月２０日発行 

みどり市東公民館  

T E L ９７－２７２１ 

F A X ９７－２４２４ 

☆令和４年度高齢者学級『寿大学』について☆ 
令和４年度は、高齢者一人ひとりが健康で豊かな生活を送るために、自ら学ぶ意欲を持ち、 

豊かな趣味と教養を身につけることを目的とし、寿大学の開講を予定しています。 

〇対象・人数  みどり市内在住の６０歳以上の男女 募集人数は４０名程度 

〇場所・期間  東公民館  全７回（７月～２月：月１回：8月はお休み） 

〇学習内容(予定）講話４回・趣味の教室２回・健康スポーツ教室１回 

〇申込み・問い合わせ：東公民館 ℡９７－２７２１ 

※詳しくは、後日配布のチラシをご覧ください。 

学習支援ボランティア募集 

みどり市の 3 公民館では、下記の期間に小・中学生の学習を手助けしてくれる、学習支援 

ボランティアを募集します。 

実施期間：①7 月 26 日(火)～29 日(金)、②8 月 2 日(火)～5 日(金) ※②は笠懸のみ 

実施時間：午前の部：9:30～12:00、午後の部：13:00～16:00 のいずれかまたは両方 

業務場所：笠懸公民館・大間々公民館(多世代交流館)・東公民館 

謝    礼：1 回 750 円 

対 象 者：みどり市及びみどり市近郊に在住する高校生以上の方 

申込締切：6 月 30 日(木) 

申込方法：電話、FAX、メール、窓口により、氏名・住所・連絡先、協力希望日等を 

添えて各公民館へお申込みください。 

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止になることもあります。 

  童謡の父 石原和三郎没後 100年記念事業について 

童謡「うさぎとかめ」「金太郎」などの作詞者で、みどり市東町出身の石原和三郎が 

亡くなってから、2022年 1月で 100年になりました。 

現在、石原和三郎の遺徳を偲び、没後 100年の記念事業を企画しています。 

今回の事業にあたり、企画展や資料作成のため、石原和三郎の書簡や絵画など、関係資料を

探しています。ご自宅に眠っている資料がある方で、資料の貸し出しや提供が可能な方は、東

公民館までご連絡下さい。 

また、イベント等の情報は、順次公開していきますので、もうしばらくお待ち下さい。 

◇資料についての連絡先  東公民館(0277－97－2721)  

※イベント等は、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、変更となる場合があります。 

 東町人口【2022.4月末】   

男 女 合計 増減(前月比） 世帯数 

807 922 1,729 △8 865 
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♪童謡ふるさと館からお知らせ♪ 

今年もアズマの春音楽祭は、開催

を中止しました。 

６月は、イベントを開催予定です。 

ロビー展と併せてお楽しみ下さい。 

★広報みどり 5月号 9ページに 

スマホ初級講座の開催案内が載っ

ています。スマホの使い方の他

に、ＬＩＮＥやキャッシュレス決

済などについて学べます。 

興味のある方は、ぜひ 

広報を確認してみて下さい。 

 


